わたしは大空を高速で泳ぎながら、流れゆく田舎の風景を見下ろしていた。

あ～あ。結局、今日も変身しちゃったなあ。放課後、遊びたかったのにな。

ま、いっか。とっとと終わらせよっと！

目標捕捉、強化された視覚が『敵』の姿を捉えた。ナマコみたいな巨大怪獣が、図々しく畑のド真中をのし歩いてる。

よし、やっちゃうよ！　えええ～い！

「あんぎゃああああああおおおんん！」

　わたしの気合は、耳をつんざく大咆哮になった。あん、ホントはこんな声じゃないのに！　

そして、急降下しながら繰り出したパンチが『敵』を吹き飛ばした。あ、もちろんホントは腕だってこんなに太くないし、指も細いし、何よりトゲトゲなんて生えてないよ！

トゲトゲぱんちがヒットして、ナマコ野郎はぴくりとも動かなくなった。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みお),澪)ちゃん、強～い！　なんて言ってないで、早く帰らないと……

「出ましたっ、怪獣です！　またしても巨大怪獣が出現しました！」

　うわおっ、早いよ！

　ヘリのローター音とともに、地方テレビ局のアナウンサーの声が聞こえてきた。同時に、畦道を通って野次馬根性丸出しの農家の皆様方がやってくるのが見える。

え～ん、毎回毎回。そりゃテレビには出たいけどさ、こんな恰好じゃイヤ～ン！

「ごるっごるるるう～」

弁解も出来ないので、わたしは一目散に逃げ出した。大きな鰭のついた腕と尻尾を振るうと、空中を凄いスピードで泳ぐ事ができる。この体に慣れてしまえばクロールと同じだ。

「ご覧下さい、空を飛んでいます！　今日もまた、ここEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(えびたい),海老鯛)村に巨大怪獣、通称『トゲビラメ』が現れました！　ああ、速い、速い！　正に空を泳ぐヒラメです、追いつけません！」

ああっ、もう！

トゲビラメなんて言わないでっ！

　わたしは海老鯛学園中等部一年、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ななみ),七海)澪なんだよっ。花の女子中学生に向かってヒラメはひどいよう！

「がるぎゅうううああ！」

　でも。

わたしの思いは、こんな怪獣の声にしかならない。

「吠えました！　お聞きになりましたでしょうか、トゲビラメの恐ろしい咆哮です！」

　トゲビラメ、かあ。

　そうなの。今のわたしは女子中学生じゃない。世間を騒がせている巨大怪獣、全長五十メートルの空飛ぶヒラメさん。全身からやたらめったら飛び出たトゲのせいで、世間じゃトゲビラメなんて不遇な呼び名で知られてる。

　でもっ、わたしは本当に普通の女の子なんだよっ？　ただ、時々こうやって巨大怪獣に変身しちゃうだけで……あ、全然フツーじゃないか、それって。慣れって怖いわよねー、ホント。

　まっ、それは置いといて。とにかく正体を知られるわけにはいかないから、わたしは急いで目的地に向った。古い立ち並みの家屋を壊さないように気を付けて飛行し、村の真ん中、青々と輝く海老鯛湖の中に飛び込む。

　『敵』も倒して、ようやく元の姿に戻れるわ。キレイな水の中、わたしの体はどんどん縮んで、いつものわたしに戻っていく。

「ふぅ～！」

　湖から上がるや、あらかじめ隠してあった着替え目掛けてダッシュ！　トゲビラメを追いかけて来てるヘリの音が聞こえるけど、とにかく急いでセーラー服に着替える。一糸纏わぬ乙女の裸、絶対に見られるわけにはいかないもんねっ！

あ、怪獣の時も裸なのか。うう～ん。

ま、まあいっか。あんま、こだわってちゃダメよ。只でさえこんな面倒な体質なんだから、これ以上余計な苦労する必要ないよね。

いつも前向き、前向き！　それだけがわたしの取り柄なんだし、ね！

あ、でも。今日のニュース見たくないなあ、なんてちょっと思ってみたり。

とにかくわたし、女子高生七海澪ことトゲビラメの慌しい放課後は、こうしてようやく終わりを告げるのだった。

「澪！　大丈夫なのか？　こっち帰ってこなくていいのか？　巨大怪獣、また出たんだろう？」

　あ～あ、やっぱりね。海老鯛学園寮に下宿してるわたしの心配をして、親が電話してきてくれた。

「母さんも心配してたぞ？　お前どこか抜けてるから、踏み潰されてやしないかって」

　いや、いくらなんでもそれはないでしょ。確かに、よくどこか抜けてて能天気だって言われるけどさ。

「うん、別に大丈夫。うん、そーだよ。だからさあ、足は無いって。尻尾だから踏まれないって！」

心配してくれるのは嬉しいけど、わたしは大丈夫。むしろ、帰ったらそっちで怪獣が出るぶん、余計パニックになっちゃうかも。

「大丈夫だよ。うん、うん。それじゃね」

だってさお父さん。絶対に言えないけど、その怪獣の正体、わたしだし。一番安全なのよね～、実際。

ま、一番大変とも言うけれど。

「はあ～。疲れたなあ～」

　ベッドに倒れこむと、一気に疲れが押し寄せてくる。

能天気で体だけは健康なわたしだけど、怪獣になった後は、早朝フルマラソンばりに疲れる。五十メートルの巨体を動かすには、やっぱりたくさんエネルギーがいるのかなあ？　その辺は、よくわかんない。

　まっ、いいんだけどね。この生活にも慣れてきちゃったし、ダイエットにもなるし。悲しいやら嬉しいやら、だけどさ。

でも、最初はホントにびっくりしたわ。親元を離れてのんびり一人暮らしって思ってたら、突然変身しちゃうんだもん。

それも……怪獣によ怪獣、きょだいかいじゅー！　こういうのって、フツーは悪と戦う変身ヒロインとか魔法少女とかになるもんじゃない？　まあそれもイヤだけどさ、でも！　巨大怪獣に変身して、同じく巨大怪獣と戦う女の子だなんて、ねえ？　

こんなのアリなのぉ？

「わたしは怪獣少女、かあ」

む、虚しい響きだなあ。可愛いのかどうなのか、かな～りビミョー。こんなコト誰にも話せるわけないじゃない！　ま、学生生活と怪獣との両立、頑張って何とかやってるんだけどね。

「ふう～」

　溜息一つ、何気にテレビをつけると、画面にわたしが映ってた。『神出鬼没の怪獣トゲビラメ、海老鯛村に出現！』なんて見出しで、怪獣映画のテーマなんてかかっちゃって。

　う～ん。改めて見てみると、ねえ？　これが、あたしなのかあ。

　確かにトゲビラメなんて呼び名も納得かなあ。ヒラメさんそっくりの扁平な黒いボディに、目一杯トゲトゲが生えてて。特徴的なのは、胸鰭とそこから生えたトゲがまるで人間の腕みたいになっている事。足はなくて、ふよふよと空に浮いてる。

ぶっちゃけ怪物よね。モンスターよ。でも、不思議とそんなに嫌な感じはしないのよねー。

これが高層ビルのジャングルにいればまた別なんだろうけど、ド田舎な海老鯛村の牧歌的な風景の中にあって、それはなんだか無邪気な子供のラクガキみたいで、胸がぽっとなるような不思議でおかしい感じがする。

「こうして見ると、結構いいかも……」

　他人事じゃあないんだろうけどさ。わたし、深く考えるの苦手なんだ。だって、悩んでも仕方ないじゃない？

　番組では、怪獣トゲビラメの正体や潜伏場所なんかについてうさんくさい専門家が議論してた。古代生物の生き残りだとか、廃棄物汚染の産物だとか、某国の生物兵器だとか宇宙生物だとか異次元の侵略者だとか、色々とまあ出るわ出るわ。

　まっ、誰も女の子が変身したものとは思ってないみたいだけどね！　……そりゃそうか。

　でも、わたし自身、何で変身しちゃうのか、全然わかんないのよね～。

どうなんだろ。『澪ちゃんは、ホントは魔法の国のプリンセスだったのだっ！』ってパターンじゃないもんね。う～ん。あ、怪獣の子供だったりしたら真面目にヤだよねえ。

ま、いっか。考えてもしょうがないし、わたしのキャラじゃないわ。そういう体質なんでしょ。こうして、普通に生活出来てるんだし、前向きに考えれば大した事じゃないもん。

さ、今日はさっさと寝て明日に備えよっと。ふふ、明日も学校が楽しみ、楽しみ。

　ああ、だるぅ。

　怪獣になった次の日は決まって筋肉痛なのよね。しかもまあ、いつ変身するかはその時になってみないとわかんないし。もう、厄介な体よね～。

　まっ、そう問題もないや。今日も張り切って、学校に行こー！

　まるで能天気丸出しだけど。でもね、わたし学校が本当に大好きなの！　

それに、昨日わたしが変身したんだから、今日はきっと……

「うふっ、うふふふふ～」

　いけない、いけない。どうにもだらしなく笑いが零れちゃう。でも、いいんじゃない？　苦労した分楽しい事があっても、さ。

「あっ、やってるやってる」

　思ったとおり、校庭には人が群がっていた。田舎だし、中等部と高等部合わせても全生徒は二百人いないような学校だけど、学生の殆どがそこにいるんじゃないかと思えるほどの数が集まってる。

　皆の注目の的、掲示板に張り出されているのは、予想通りにわたしの写真だった。

そう、わたし―怪獣トゲビラメの写真と記事が、ばば～んと一面を占めている。写真は雑誌の切り抜きじゃなくて、全部オリジナルのもの。いかにも素人っぽいというか、ピンぼけしてたり被写体が中央に来てなかったりする。でも、なんかいい。下手でもカメラマンの熱意みたいのが伝わってくるのよね～、あのヒトの写真って。

テレビ局のヘリに追い回されるのはイヤだけど、わたしはこの学校新聞に載るのは大好きなの。だって……憧れのあのヒトに撮ってもらえてるんだもん。

「号外、号外！　さあさあ、報道部が全力をあげた海老鯛タイムス特別号外！　僕らが海老鯛のシンボル、怪獣トゲビラメの大特集だ！」

　掲示板の前で声を張り上げて新聞を配っているのは、高等部二年生・報道部部長でエースの新城先輩。毎回毎回トゲビラメを追い求めている、わたしの憧れのヒト。

　ああ、新城ク～ン！

いつもいつも、胸がドキドキする。新城君の作る新聞、すごい熱意が伝わってくる。怪獣を追いまわすなんて普通じゃない、って苦笑交じりの声も聞こえるけど、わたしはそうは思わない。

本当に、すごい情熱なの。

　巨大怪獣に肉薄して写真を撮る。それに関しての記事を書く。号外は、報道部の力を借りずに全部一人で仕上げてるんだって。夢中になったように一人で没頭して、子供っぽいって言えばそうなのかもしれないけどさ。

　でもね。一生懸命何かをやってる人って、すっごくステキじゃない？　わたしは、そう思うな。

「さあさあ！　怪獣トゲビラメ、昨日は役場の前で大暴れだ！　鰭もトゲもばっちり激写！　真実をお届けする海老鯛タイムス特別号外、トゲビラメ特集だよ！」

　新城君、額に汗して一生懸命。ホント、ステキよね～。

　いつの間にか、わたしは新城君の一生懸命な姿に見惚れてしまっていた。

　へへ、下手な説明なんか要らないね。だって、人が人を好きになるのに理由なんて要らないもん。

　そうよわたしは恋する乙女、七海澪十三歳。怪獣に変身しちゃったりもするけれど、今が盛りのわたしの青春には全然関係ないわっ！

「あっ、七海さん！　おはよう！」

「えっ？　あ。お、おはよ」　

　きゃっ、声かけられちゃった！　とっさに目を逸らしてみると、あれれ？　いつの間にか、誰もいなくなってる。そ、そんなにずっと見惚れてたのかな？　ひゃっ、恥かしっ！

　わたしがもじもじしていると、新城君が新聞片手に私のほうに走ってきた。

「七海さん、毎回毎回感想ありがとうね。今回も楽しんでくれると嬉しいな。はい、どうぞ！」

「う、うん……ありがと」

　きゃ～！　手渡しで貰っちゃった！　う、嬉し～！

　なんて、これが初めてじゃないんだけどね。

わたしと新城君、良いお友達なの。海老鯛学園は田舎で生徒数が少ないから、学年の差なんて殆ど無い。だから、自然と他人同士の距離が狭くなっちゃうんだ。で、毎回新城君の記事に感想なんて書いて出してるわたしは名前覚えられちゃってるわけ。

思いっきり片思いなんだけど、さ。

「ところで七海さん。一つお願いがあるんだけど」

「あっはいはい！　な、何でしょう？」

　お願い？　な、何だろう。ドキドキしちゃうよ。もうっ、情けないなあ、わたし！

　その時、ドキドキいう心音に重なって丁度古ぼけた鐘の音がなった。あ、もう始業なんだ。

「あ、チャイムだね。いけないいけない。じゃあさ、今日の放課後、部室に来てくれるかな？」

　うわ、それって？

　お誘い？　ひょっとして、お誘い？

「は、はははい！」

　ああっ、やっぱりそうね！　怪獣に変身しちゃうなんて厄介な毎日だけど、前向きに生きてりゃその分良い事もあるんだわ！

「これも、あんたのおかげかもねっ」

新聞に映るピンぼけしたトゲビラメにむかって、わたしは一つウィンクしてみせた。

　で、放課後。

「クラブハウスの二階隅よね、確か。ここかな？」

　うわ、ボロそーっ。物置より酷い部屋じゃない。こんなところで新聞なんて書けるのかな？　看板、傾いてるし。

そっと部屋の中を覗き込もうとすると、中から人の声が漏れ出ていた。

「くそったれが！　どうして……」

　新城君の声だ。同時に、どごん、とカベに何かを打ち付ける音も聞こえる。

な、何なの、一体？

「あ、あの～。七海ですけど」

　待っててもしょうがないし、それに気になる。わたしはとっととドアを開けた。

あ。新城君、一人だけだ。

「ん？　七海さんか。ごめんね、呼びつけちゃってさ」

新城君は、わたしに見られないように右手を咄嗟に隠した。さっきの音からして、たぶん右手を壁に叩きつけてたんだ。何か嫌な事でもあったのかな？

「い、いいえ」

　そうは言うけれども、わたしは確実に狼狽してた。優雅で流麗、知的で聡明―そんなイメージばかりの憧れの先輩、新城君が悪態をついてるところなんて、初めて見ちゃったから。

「さ、どうぞ。汚いけどね」

　でも、すぐに新城君はいつもの優しい彼に戻っていた。さっきまでの剣幕はおくびも出さず、新城君はわたしを部屋に案内する。

「うわっ……すご」

　部屋に入って、わたしは率直に感想を漏らした。壁という壁に貼りまくられた雑誌の切抜きや写真。それもぜ～んぶトゲビラメのものばかり。たぶん、新城君が撮ったんだ。なんか、見ただけでわかっちゃった。もれなくピントもずれてるしね。

「ああ、これ？　ははは。みんな、ひいちゃうんだよね。七海さんも、びっくりした？」

「ううん、そんな事無いけど」

　でもさ。これって、全部わたしなのよね。新城君、わたしの写真（しかも裸よ！）を、毎日見てくれてるんだ。あ、あはは～、なんだかなあ。

「とりあえず、コーヒーでもどうぞ。徹夜対策のヤツだから、苦いかもしれないけどね」

　新城君が入れてくれたコーヒーは、ホントに苦かった。でも、当たり前だけど、わたしにとってそれはバカみたいに美味しかった。

　ああ。いま、二人っきりなんだ……

「で、あ、あの。話って」

　わたしは沈黙に耐え切れそうも無かったので、自分から切り出した。

「ん？　あ、うん。そうだね……」

　あれ？　新城君、なんだか言い難そう。しばらくしてから、新城君はゆっくりと話し始めた。う～ん、言葉を選んでたのかな？　記者も務めてる人だし。わたしはそんなアタマ無いからいつも直球だけどね。

「今度さ、学園祭があるじゃないか。報道部も出し物を予定してる。もちろん、トゲビラメ特集。写真だけじゃなくて、スクリーンに映像も映してさ。それで、毎回熱心に新聞を読んでくれてる七海さんに協力して欲しいんだけど」

　ああ、なるほど。

　学園祭かあ。うんうん、いかにも青春ってカンジよね！

これって、新城君に接近する大チャンスかも。学園祭なんて一大イベントで、新城君と一緒できるなんて。こりゃ、ツキが回ってきたかも！

「もちろん無理にとは言わないよ。もし七海さんが手伝ってくれる気があるのなら、嬉しいけど」

「いえいえ全然無理じゃないでっすよ！　手伝います手伝わせてもらいます手伝わせてください！」

　わたしは下心丸出しで元気イッパイに答えた。新城君のお手伝いだったら、全然イヤじゃないしね。

「本当？　嬉しいなあ、良かったよ！」

　やた、一気に距離を縮めたわよ！

　うんうん。怪獣なんかにならずに、こういう学園生活がしたかったのよ、わたし。

　ああ、今のわたし、かなり幸せかも～。

「あの。一つ質問、いいですか？」

ものはついでよね。こんな機会、なかなか無いし。いつも気になってる事、ちょっと聞いてみよっと。

「新城君、その。なんで、トゲビラメにそんなにこだわってるの？」

　なんか、この質問もどうかとは思うけどね。でも気にならないわけがない。

だって……トゲビラメはわたしなんだし、わたしは新城君が好きなんだし。乙女心と怪獣心は複雑なのよね。

「うん。七海さん、聞いてくれる？　ちょっと、恥ずかしいんだけどね」

わたしの問いに、新城君は少しはにかんだような表情をして、でも、目をいつもよりもきらきらと輝かせてた。そして、突然わたしの両手を握り締めた！

「僕は、大好きなんだ」

　え、え？　それって！　ひょっとしてもひょっとしなくても？

　い、いきなりフィナーレかあ～？

「あ。し、しんじょうクン……っ」

　ああ、めくるめく幸せの予感……は、しかし脆くも裏切られた。

「怪獣が、トゲビラメが！」

　な、なんじゃそりゃあ！

「あ、あんぎゃああっ？」

　わわ、ダ、ダメダメ！　変な声出しちゃったじゃない！　

で、でもそれって。よく考えてみようよ。わたしはトゲビラメで、トゲビラメはわたしなんだから……キ、キャー！

「あぎゃ、ぎゃぎゃ～！」

　わ、ダメダメ！　お、落ち着けトゲビラメ、じゃなくて澪！

「な、七海さん？　大丈夫？　今、変な声がしたけど、どうかしたの？」

　い、いけないいけない。このままじゃ、どんどんド壷にはまってっちゃうわ。

　トゲビラメめえ～、こんな時までわたしの邪魔してくれちゃって！

「あ、ごごごめん。ちょっと体調が……そう、咳よ咳ごほあぎゃ。さ、つ、続けて？」

　ふ、ふう。なんとか話を戻したぞ！　まさかばれないとは思うけど、でもばれちゃったらお終いだもんね。ある意味核爆弾抱えて生きてるよねー、わたしって。

「うん。子供っぽいかもしれないけど、僕は子供の頃からその手の番組が大好きでさ。怪獣、夢って言えば夢だね。それが僕達の目の前にいるんだ。これってスゴイ事だよ。ね、聞いてくれるかい？　そもそも怪獣ってのはごにょごにょ」

　うわわ。何かスゴイ事言い始めたよ、この人。

「でさ、トゲビラメはここのトゲがチャームポイントでね。あっあと飛行怪獣のフォルムにはまた独特の美学があってねそれはトゲビラメにもうんぬん」　

か、かいじゅーマニア？　怪獣マニア？

なんか、全然わたしにはわからないけど。でも新城君、すっごく楽しそう。本当に大好きなんだ、怪獣。

……怪獣か。

「で、今の僕は報道部部長。皆に情報を届ける立場にいるわけじゃない？　僕はね、皆にもトゲビラメを見てもらいたいんだ。トゲビラメってさ、すっごい魅力的なんだよ？」

「は、ははは……」

　魅力的、ねえ。どの辺がなんだろ？　当の本人にはさっぱり。

あ、でも。一応誉められてるのかなあ、わたし？　でもなあ、トゲがチャームポイントって言われてもなあ～？

「ほら、コレ見て」

　なんて思いに耽っていると、新城君は一枚の写真をわたしに見せてくれた。相変わらずピンぼけしてるけど、トゲビラメの尻尾が何かの小屋に激突してる写真だった。

「あ……っ」

わたしにはわかった。これ、二回目に変身しちゃった時のだ。この時は力のセーブが出来なくて、鶏小屋に鰭をつっこんで壊しちゃったんだっけ。もちろん、今じゃそんな事はないけれど。これ、割とイヤな思い出の一つよね。

「あの。これが、何か？」

「うん。そこでフィルムが切れちゃって、映せなかったんだけどさ。この後、どうなったと思う？」

　その後？　う～ん、その後ねえ。自分の事なんだけどなあ……う～ん、どうしたかなあ？

「トゲビラメがね、小屋を直したんだよ！」

　今までで一番嬉しそうに、新城君が声を張り上げた。

　あ、そっか！　そういう事もあったっけ。あの時は取材陣を追い払った後で、小屋を直したんだった。怪獣だからって、家を壊して良いっていう法律は無いもんね。

「不器用にね、トゲトゲで板を運んでは、小屋を修復してたんだよ。こいつ、優しい怪獣なんだよ。それからさ、僕がトゲビラメの虜になったのは！」

　え？　じゃあ新城君は、トゲビラメが怪獣だからって追い求めてるわけじゃなくて。

「みんな、巨大怪獣だなんてショッキングな映像ばかり求めてるけどさ。本当は、僕等はこういった意外な一面こそ報道しなければいけない。そう思って、僕は一人でも号外を書いてるんだ」

　あっ！　わたし、今。何だかすごく……すごく、嬉しい！

「もっとも、そのせいで新聞のウケはイマイチだけどね。優しい怪獣だなんて、学生の笑いのネタにしかならない。でも、僕は真実を伝えたい、怪獣トゲビラメの魅力をわかって欲しい。はは、やっぱり変かな？」

「ううん、すごい！」

　新城君は、トゲビラメの事わかってくれてるんだ！

「すごいよ、新城君！」

　こんな近くに、わたし―トゲビラメの事をわかってくれる（かもしれない）人がいる。それも、わたしの憧れの人。

　誰もがトゲビラメが怪獣って言うだけで注目してる中で、新城君は違うんだ。あ、そりゃ怪獣好きなんだろうけどさ。それでも、ちゃんと全部見ててくれてるんだ。

　やっぱり、新城君ってステキ！

「そ、そうかい？」

　思いっきり個人的な理由から誉めまくるわたしに対して、当の本人はちょっと気後れしているみたいだった。

「すごい、すごいよ！　新城君、やっぱりすごい！」

　でも、わたしは言葉を止められない。

　だってそうじゃない？

　わたしが怪獣だなんて事、新城君にはもちろん知られたくないよ。でも、心のどこかで、少しだけでもわかってくれる人が欲しい、って思ってた。

　それが、こんなに近くにいたんだ！

「誰も知らない、知ろうともしない、でも一番大事な事を一生懸命追い求めてるんだもん！　前向きに頑張ってるんだもん。ウケなくってもいいじゃない。わたしはいっつも読んでるもん。新城君の号外、大好きです！　それにわたし、新城君がすごく」

　すごく……え！

　うわ、うわわ～っ！　どさくさに紛れて、一体何言おうとしてんのよわたし！

うわわ、すっごくドキドキしてきたよ。どっ、どうしよう？

『どくっどくっどくんっ！』

　あれ、何かおかしいな？　いくらなんでもドキドキし過ぎ……って！

『どくんっ！』

　その、全身に響くようなド級の鼓動は、明らかに人間のそれじゃあなかった。

し、しまったあ！　これ、トゲビラメになっちゃう時の前兆じゃな～い！　

こりゃヤバイかもっ！

「ご、ごめん、新城君！　わたし、急用思い出しちゃった！」

「え？」

　もう、少しの猶予も無いわ！　ここから全力ダッシュで湖まで急いで……ああもう、考えるより行動したほうが早いっ！

「ま、また今度ねっ！」

「な、七海さん、あのっ？」

　ごめんなさい、新城君。ただわかって欲しいの、今のわたしには時間も選択肢も無いの！

　ああ～んもう、何で何で何で！

　何もこんな時に出なくてもてもいいのに！　うえ～ん！

「あ、あんぎゃああああ～！」

　わたしは走りながら、つい叫んじゃっていた。

『敵』。トゲビラメと同じ、巨大怪獣。

トゲビラメは注目されてるけど、誰もヤツらには注目しない。なぜなら、ヤツらはトゲビラメにしか見えないから。ううん、見えないだけじゃなくて、実際そこにいないのと同じ。一体全体どうなってるのか、ヤツらはわたしと違って実体がないの。だから道路を壊す事は無いし、牧場を踏み荒らす事もない。考えてみれば、『敵』はトゲビラメより無害な存在かもしれない。

　でも、わたしは倒さなくちゃいけない。仕組みなんて全然わからないけど、『敵』を倒さないと、トゲビラメから元の姿には戻れないから。

わたしは戦わなければいけない。わたしの、七海澪の生活を取り戻すために。

そうよ。新城君との大切な時間……返しなさいよっ！

「あんぎゃあああああああああ！」

　わたしは、空中から牙を剥きだして思いっきり咆えてやった。悔しまみれの大咆哮だった。

今日の『敵』は、タコみたいなヤツだった。わたしの怒りの咆哮に気圧されたのか、まるで向かってくる気配は無い。

ふん、丁度いいわ、今日は腹が立ってるのよ、めちゃくちゃにしてやるんだからっ！

「あんぎゃああああす！」

　わたしは力の限りに、急降下しながらそいつに向かっていった。いつもは手加減してるけど、今日は絶対手加減なんてしないわ！

　こいつのせいで、こいつのせいでっ！

　くらえ、くらえくらえくらえ！

「がおおおおおおおおん！」

　力の限り、トゲトゲぱんちで殴る、殴る、殴りまくる！

このっ、このこのこのっ！　なんでこんな時に出てくんのよ。せっかく新城君と二人っきりで、あんなに良い雰囲気だったのにぃー！

この、タコ野郎があああっ！　

「ぶ、ぶぎゅる」

わたしの怒りを乗せたトゲビラメのフルパワーを直に受けて、タコ怪獣は文字通りタコ殴りにされるのみだった。そして、その姿がうっすらと見えなくなっていく。こいつらは、わたしにやられると何故か跡形も無く消え失せる。最初からいないようなものなんだし、私以外には関係ないんだけどね。

「う、うわあああ～！」

　突然、下から悲鳴が聞こえた。わたしは大きくつぶらな目玉を動かして、そっちを見てみる。

　あっちゃ～、酷い有様。

『敵』は倒したけど、五十メートルの巨体が思い切り暴れた反動は凄まじかった。土が剥き出しの道路はぐらぐら揺れて古い家は傾き、田植え真っ最中の柔らかい田んぼはぐちゃぐちゃにミキサーされちゃって、小屋からは驚いた牛や鶏が逃げ出す始末。ちょっと、やり過ぎちゃった……

「お、大暴れです！　いつに無く暴れまわっています！　一体、どうしたと言うのでしょうかっ？　トゲビラメ、大暴れです！」

　あ、いつものヘリ。まずいな、早く逃げなくっちゃ……

「何という暴挙でしょう！　何か嫌な事でもあったのでしょうか？　まるで、まるで……う～ん。そう、まるで恋人にフられた後のような、ってプっ！　怪獣だぜ、んなワケないじゃんよプププ！」

　ああン？　な、なんですってえ！

その一言が、収まりかけてたわたしの炎に思いっきり油を注いだ！

「プ、お茶の間の皆様申し訳ありません、ただ今不適切な表現を……ってププ！　か、怪獣が恋するかっての、ウププ！」

ア、アンタに言われる筋合いはないわよ！　　わたしだってね、わたしだって普通の恋がしたいんだからあっ！

「あんぎゃあああああ！」

　もーマジむっかつくわあ！

　そうだ、そう言えば毎回毎回こいつらには腹が立ってるんだ。いつもいつも好き放題言ってくれちゃってさあ！

よおし、決めた！　今日は思いっきり、憂さ晴らししてやるんだから！

　怪獣少女の怒りは怖いのよっ！

「ぐああああああお～ん！」

　わたしは、長大な尻尾を思いっきり振り回した。もちろん当てはしないけれど、その衝撃波でヘリは大きく揺れた。

「うっうわあ！　大変です、ヤバイです助けてかーちゃんヘルプミー！　そ、それではみなさんごきげんよう！」

　ふらふらと、殺虫剤をくらった虫みたいに逃げていくヘリコプター。あはははは、ざまあみなさいってーの！

「ぎゃおおおおおん！」

　ああ、スカッとしたわ！　

　ふと眼下を見据えると、あら。人も牛も鶏も、木の葉を散らしたように逃げていく。

なんだか気持ちいいな。ふふ、これはこれでクセになりそー！

　そうか、何もくよくよ考える必要も無かったのよ。溜まったストレスは、こうして発散させればよかったんじゃない！

　何せ、わたしは怪獣少女なんだからさ！

「がおおおおう！」

　よおっし、ノってきたわ！

わたしは試しに鰭とトゲを全力で振り回してみた。こんなに思い切り体を動かしたのは、トゲビラメになって初めて。あまりのパワーに猛烈な突風が吹き荒れて、わたしの体はすごい勢いで宙を舞っていく。

わたしの体が浮き上がるにつれて、何もかもが豆粒みたいに小さくなっていく。ああ、いい気持ち。人間じゃ味わえないわ、これ。

　でも、その時。

　わたしの、過度に強化された魚眼レンズの瞳は、地表に見知った人影を捉えた。

　豆粒みたいな、逃げ惑う人々と家畜の群れ。その流れに逆らい、少しも怯まず、ずっと私のことを写真に撮っている人がいる。

　し、新城君？

　カメラのレンズを通して、わたしの目と新城君の目が合った……気がした。

「ぎゃ、ぎゃる……」

　わたしは息を呑んだ。なんて、なんてキレイな瞳。真っ直ぐ、迷い無く、わたしを見ている。暴れまくる巨大怪獣の恐怖を前に、みんな逃げ出しているのに、震える足を踏みしめて、その場で必死になって立ち止まってる。牛に体当たりされようが鶏に突っつかれようが、わたしの事だけを見つめてる。

　どうして、そこまでして？

　と、その時一際すごい突風が吹き荒れた！

「がうういいっ！」

ああっ！　衝撃波で吹き飛んだ瓦礫が、新城君に向かって飛んでいく？　

あ、危ないっ！　おねがい避けて新城君！

「あぎゃああああ！」

　でも、わたしの声は届かない。新城君は、左肩に瓦礫の直撃を受けて吹っ飛んだ。

あ、あ！　わたし、何てことを……？

体を降ろしていってみると、新城君だけじゃない。家も田んぼも畦道も、見るも無惨に破壊されている。まるで、嵐の通り過ぎた後みたい……

ううん、違う！　嵐なんかじゃない。わたしが、わたしがやったんだ！

ど、どうしよう。わたし、わたし何て事を！

「トゲビラメっ！」

　びくっ！　もの凄い大声に、わたしは反射的にそっちを向いた。

　し、新城君。

　新城君が、もの凄い目でわたしの事を見ていた。怪我して、どくどくと血が出てるのに。大事なカメラも、レンズ割れちゃってるのに。そんなの全然関係なく、一生懸命わたしだけを撮っている。

　な、なんで？　なんでそんなに一生懸命なの？

新城君の必死な姿を見ていると、すごく胸が苦しい。何と言えば良いのか、どうしようもない罪悪感で、胸が締め付けられるよう。

こんなに苦しいの、初めて……

「が、がるううーん」

わたしは、これしか感情表現の手段がないのでとりあえず鳴いて、逃げるように海老鯛湖に逃げ帰った。

今日は、誰も追ってこなかったけど。湖の中で、わたしは怪獣になって、初めて泣いちゃって……そのせいで湖の水かさが増しちゃった。

「はああ～」

　ベッドに横たわり、わたしは一つ溜息をついた。いつもより、深くて重たい溜息だった。

　今日はテレビをつける気にもならない。

　目を瞑ると、新城君の必死な表情が勝手に思い浮かぶ。傷ついて、それでも一生懸命にカメラを構えていた姿。それを思い出すほどに、わたしの胸は苦しくなっていく。

　ああ、今日のわたしって。

農家の人、家が壊れて大変だろうなあ。牛さんも鶏さんも悪いことしたなあ。テレビ局の人も怖い思いして取材にきてるのに、あんな事されて。死ぬほど驚いただろうなあ。

それに、新城君に怪我までさせて、カメラも壊れて……あたし、最悪な事しちゃった。

「でも、でもでもでもっ！」

　がばっ、とわたしは起き上がった。そして、胸に手を当ててみる。

　本当に大変なのは、わたしなんだからっ！

私の悩みはメチャクチャでかいのよ！　だって、わたし怪獣なんだよ、怪獣少女っていうだけで人並みの恋愛もまともに出来ないのよ！　のうのうと日常を生きてる普通の人間に、こんな気持ちは絶対わからないよ！

だったら少しぐらい羽根を伸ばしたって良いじゃないの！

　今日の事だって、七海澪がやったんじゃないわ、トゲビラメがやった事じゃない。怪獣なんだから、暴れたくもなるじゃない！

「でも、そんなのって」

鏡を見ると、そこには今にも泣き出しそうな、悲惨な顔をした一人の女の子がいた。

今のわたし、駄目だ。言い訳なんて、全然わたしらしくないよ。

「……ぐすっ」

そう考えると、また落ち込んじゃう。どこまでも、どこまでも落ちていっちゃう。

　電話の音が聞こえる。もう、どうでもいい。誰とも話す気にならない。

でも、留守電に切り替わってその声を聞いた途端、わたしは慌てて受話器をとっていた。

「もしもし、七海さんですか。新城と申しますけれど」

「は、はい七海ですっ！」

　あん。なんで、こんな時に電話してくるのよ。で、なんでとっちゃうの、わたし？　こんな気持ちで、一体何を話せばいいっていうのよ？

「七海さん、いたんだ？　今日はごめんね、君の事も考えずに時間取らせちゃって。あ、時間大丈夫？」

「は、はい……」

　そんな。わたしが、いやトゲビラメが一方的に悪いのに。大怪我までさせちゃったのに。そんなに、優しくしないでよ……

「今日の、文化祭の話なんだけどさ。よく考えたんだけど、七海さんは報道部じゃないもんね。やっぱりいいよ、僕が一人でやるよ」

「ええっ？　で、でも！」

「いや、いいんだ。勝手な話で悪いけど、もういいんだよ」

　な、何？　何なのこの展開？　この嫌な空気？

これって、まさかお別れの電話？

ひょっとして、嫌われちゃったのかな？　そんな……わたしって、わたしって。

　なんか、またふつふつと怒りが湧いてきた。それもこれも、全部トゲビラメのせいじゃない！

　怪獣になっちゃうせいで、怪獣になっちゃうせいで！　まともに遊ぶ時間も無いわ、体はだるいわ心は傷つくわ家は壊しちゃうわ自己嫌悪に陥るわ、あげくに憧れの新城君には嫌われるわ！

もうっ、イヤな事ばっかり！　なんでよ。なんでわたし怪獣なのよっ！

「もしもし？　七海さん、大丈夫？」

　あ。わたし、自分だけの世界に行っちゃってた。あははは。やっぱ最悪だわ、わたし。

「ごめんなさい、新城君」

　わたしは謝るしかなかった。心の中で、たくさん、ごめんなさいする。

　ごめんなさい、ごめんなさい。

　本当に、ごめんなさい。

　もう、誰でもいいから謝りたいよ、わたし。そんな事しても、どうにもなんないんだけど。

「あ、良いんだ。僕こそごめんね、こんな夜遅くに。ただ、今日はどうしてもお礼を言いたくてさ」

「え？」

　お礼って……何か、全然わかんないんですけど？

　わたし、何かしたのかなあ？

「あのね、七海さん。電話でこんな事言うのも何だけど、僕、悩んでたんだ」

「え？」

　悩み？　悩んでるのはわたし。

新城君、一体何を……あっ！

　そういえば、今日部室で壁を殴ってたっけ。その後があんなだったから、すっかり忘れちゃってた。

でも、全然想像できない。わたしなんかよりずっと頭も良いし、いっつもバリバリ、オトナの新城君が何の悩みを抱えてるっていうんだろう？

「本当は、文化祭の話なんて二の次だったんだよ。七海さんに相談したかっただけなんだ。実はさ、廃部が決まったんだよね。報道部のみんな、僕についていけなくて辞めちゃってさ」

「えっ」

　突然と言えば突然の告白だった。そうか、それで今日の新城君、様子がおかしかったんだ。

「皆がついてこないのも、仕方ないかもしれない。でも、やっぱりへこんでたんだ。僕の伝えたい事、皆に全然伝わってないってことだからさ。報道部部長、失格だ。情けなくて悔しくて、ね」

「うん……」

　その気持ち、違うかもしれないけどわかる。だって、今のわたしがそうだもん。

　自暴自棄になる気持ち、わかるよ。壁を殴りたくもなる。わたしだって、めちゃくちゃ暴れちゃったもん。

「僕のしてる事が無駄なんじゃないか、辞めちゃえば良いんじゃないか、って思っちゃって。すっごい落ち込んで、やる気もなくなっちゃって」

　わかるわかる……って、あれれ？　でも　新城君、その割には今日もしっかり取材に来てたんじゃ？　いつにも増して積極的に、体当たりでトゲビラメに向かってたじゃない。そのせいで怪我までして、それでも撮ってたじゃない。すっごく一生懸命に、さ。

そうだ。わたし、わからなかったんだ。なんで、あんなに必死になれたんだろう？

「でもね。七海さんとお話できたおかげで元気出たよ。君が、前向きに進むしかない事、教えてくれたから。だから、僕は今日も頑張れたんだ」

　あっ……！

『前向きに進むしかない』―わたしが口癖みたいにいっつも言ってる言葉。でも、新城君の口からそれを聞いた時、わたしの胸はズキンと痛んだ。同時に、新城君の必死な姿がまた脳裏に浮かぶ。

　ひょっとして、わたし……っ！

「本当、ありがとう。僕はこれからも頑張るつもり、たった一人でもね。それじゃ、夜遅くに長々と話しちゃってごめんなさい。後少しになっちゃうけど、これからも海老鯛タイムスをよろしくお願いします」

「え、あ、あの！」

　ま、待って新城君！

「最後に……ずっと、僕の記事を読んでくれて、そして大事な事を教えてくれた七海さんに誓うよ。もう、僕は逃げないから。それじゃっ！」

　わたしが何かを言う前に、先輩は一方的に話して電話を切っちゃった。

「わたし……」

　そして、わたしは受話器を握り締めたまま、立ちすくんでいた。

　バカだ。わたしは、どうしようもなくバカだ。

　わたしだけじゃ、なかったんだ。

　先輩だって悩んでたんだ。わたしと同じで、すっごく悩んでたんだ。それでも先輩は一生懸命やって。そうやって、真正面から立ち向かってたんだ。

　怖くたって、辛くたって。

　だって、そうするしかないから。

それなのに、わたしは。

怪獣が本気で暴れればどうなるかなんて、わかってたはず。それをやったのはトゲビラメじゃない、わたしだ。

トゲビラメは優しい怪獣。新城君はそう言ってくれた。でも。

七海澪は、全然駄目な女の子だ。

口先だけで、うじうじして、悩みを全部トゲビラメのせいにしてた。

　わたしの悩みなんて、怪獣になっちゃうなんて悩み―バカみたいなもんなのに！

　わたし達、青春真っ只中の若者なんだもん。悩みの一つや二つ、持ってて当たり前じゃない。

「でも……わたし」

　わたしは、新城君みたいに頑張れるのかな。この悩み、乗り越えられるのかな……？

そんな事を考えた時。

『どくんっ！』

　また、あの鼓動が来た。どうやら、悩みの方から来てくれたみたい。

「新城君……」

　わたしは受話器を抱きしめた。その向こうにいる人の事を考えて、ぎゅうっと。

　わたしは新城君みたいには頑張れないかもしれない。悩みに勝てるかどうかわからない、逃げたくなるかもしれない。でも……

胸が、すっごくドキドキする。でもこれは怪獣になる予兆だけじゃないって、今は思う。

期待、不安。それが一緒になった気持ち。

わたしは青春の毎日を、常にこれと付き合ってるんじゃない。

だって、わたしは悩める乙女なんだもん。

だったら、いつも通りにやるしかないじゃないっ！

海老鯛村は田舎だから、みんな寝るのが早い。夜の十二時ともなれば、トゲビラメが出ても誰も騒がない。うるさい取材陣も野次馬根性丸出しのおじさん達も来ない。

だから、わたしは気兼ねなく空を飛べる。空を飛んで、動物的な直感で『敵』の現れそうな場所へ向かう。

さっきの問い―難しく考えても、わたしには答なんかわからない。だから、取りあえずは『敵』を倒して元の姿に戻る。その為に進んでる。

　でも、この方向。『敵』の出た場所って、まさか？

「ぎゃっぎゃごううう？」

　相変わらず最悪の言語変換だけど、今日の出現場所は本当に最悪だった。

　わたしが到着したのは、夜の海老鯛学園。わたしが、七海澪が青春を謳歌するステージ。

その古びた木造の校舎をバックに、巨大な『敵』がいた。

　エビだ。馬鹿でかいハサミを備え、鎧みたいに分厚い甲羅に身を包んだエビの大怪獣が、グラウンドでわたしを威嚇している。

トゲビラメより一回り大きい重厚なシルエット、一個の動物としての剣呑な威圧感。怪獣としての本能がわたしに告げている。どうやらコイツは随分手強いらしい、と。

　でも、そんなの関係ないわ。やるって決めたからには、やってやる。先手、必勝！

「がおおおおおんっ！」　

フルパワーというわけにはいかない。わたしは、ぎりぎりの力でそいつに殴りかかった。

わたしは誓う。もう自分の身勝手で絶対に建物は壊さない、って。だから、これはいつもより緻密にパワーを抑えての、ぎりぎりのトゲトゲぱんちだった。　

かっきぃーん！

トゲトゲぱんちがそいつの胸板に命中した瞬間、硬質の金属音みたいな変な音がした。

「ぎゃるううううん！」

　い、いったああああい！

　な、なんて硬い甲羅なの、こいつっ！　トゲが折れちゃったじゃないの！

　そいつは、傷つき苦しむわたしを見ても少しも表情一つ変えずに、じわじわと間合いを詰めてきた。

くっ、なんて冷酷で恐ろしいヤツなの！　って、海老の表情が変わるわけないか。

「きしゅっしゅー」

　そんな事を考えている間に、そいつの反撃が始まった！　変な声とともに、右から伸びてきたバカでかいハサミがわたしの体を捕らえる。

「がううう！」

　うわ？　くっそお、捕まっちゃった！　もがいてみても全然ハサミは動かない。こ、こんなヤツ、本気を出せば軽く吹き飛ばせるんだけど……

　でも、それは出来ない！

　だって、そいつの後ろには、学校があるから。新城君が……ううん、新城君だけじゃない。わたしも、そしてきっと他の皆だってそう。皆が大切に、悩みながら、苦しみながらも青春を生きていく、夢の巣があるから！　それを壊す事なんて、絶対に出来ない！

「がぅおおおおお！」

　くうっ！　い、痛い！　どんどんハサミが締め付けてくる。しかも、もう一方のハサミは明らかにわたしの首を狙ってる。

　こっちは全力を出せない上に、エビ怪獣はもの凄いパワー。状況は圧倒的に不利だ。

トゲビラメ、大ピンチじゃない！

しかもっ！

「トゲビラメぇっ！」

　聞きなれた声が、グラウンドに響き渡った。

　し、新城君！　なんで、こんな所に……？

新城君は、左肩から包帯を巻いていた。きっと、相当辛いと思う。それでも新城君は右手一本で壊れかけのカメラを構えて、ずんすんわたしの方に近づいてくる。

ダ、ダメ！　危ないよ、新城君！　わたし、もうこれ以上あなたを傷付けたくない！

「きしゃしゃー」

　う、ぐううう！　

新城君に注意が傾いて力の抜けたわたしに、容赦なくエビ怪獣が力を加える。両のハサミで、わたしの首をぐいぐい締め付けてくる。

　こ、こりゃヤバイかも。苦しい……っ！

「うわっ！」

　何故か、新城君の悲鳴が聞こえた。あっ！　苦しくてじたばたしたわたしの尻尾が、新城君をフッ飛ばしちゃったんだ！

「がううん！」

　な、何てこと。また、またわたしって！

　自責の念とともに、わたしは意識が遠のいていくのを感じた。

ああ、わたしの人生、ここでお終いなの？　でも、いいか。最後に好きな人に撮られながらっていうのも……ううっ。

　でも、その時。

「トゲビラメ！　僕は諦めないぞっ！」

　し、新城君……？

大好きな人の、叱咤するような激しい声で、わたしの意識は再び舞い戻っていた。

　肩から血が滲んでいるっていうのに、二度までも酷い目にあったって言うのに、新城君はまだわたしに近づいてくる。

「僕にはお前の事はわからない。夕方はあんな事してくれたしな、正直ちょっと怖いよ。でも、尻尾で叩かれようと、トゲで殴られようと、僕は、お前をずっと追い続けてみせる！」

　新城君は、フラフラになりながらも、しっかりとわたしの事を撮り続けていた。

「もう決めたんだ。僕は逃げない、逃げるもんか！　たった一人でも、僕のことをわかってくれる人がいるんだからっ！」

　その、必死と言う他無い姿勢。わたしは、どうしようもなく胸を打たれていた。

「やるしかない、やるしかないんだ。いいかトゲビラメ！　僕はお前を絶対に逃がさないぞ。僕の事をずっと見ていてくれるあの人に……七海さんに、誓ったんだからな。僕は何があっても、前にしか進まないぞ！」

　ああ。新城、クンっ……！

　わたしの胸……怪獣トゲビラメの巨大な胸は、七海澪の小さな想いでもう溢れそうに、いっぱいいっぱいになってしまっていた。

　そうだ。新城君もわたしも同じだったんだ。

　誰にだって『敵』はいるんだ。自分だけの、倒すべき『敵』が、乗り越えるべき壁が。新城君だって、そうだったんだ。

　わたしにだって、わかる。

　新城君だって、悩みながら、一生懸命に、それと戦ってたんだ！

　前に、進むしかないんだ！

「が、がううう！」

　わたしだって、わたしだって負けてられない。

わたしは思い切り咆えて、エビ野郎にガンを飛ばす。

　負けない！

わたしにしか見えない『敵』。わたしだけの壁。乗り越えるしかないんだ、わたしは乗り切って見せる！

こんなところで、わたしの青春は終わらない。終わらせるもんかっ！　

恋する乙女は……無敵なんだからっ！

「あんぎゃおおおおお！」

　ばしっばしばしい！

　突然、耳を引き裂くような凄まじい高音が辺りに鳴り響いた。辺りが、びかびかと光っている。

　その時わたしの中で、何かもの凄いエネルギーが迸っていた。

　胸が、すっごくドキドキする。この感じ、知ってる。新城君の事を考えると時々こうなる。湧き出すどうしようもない想い、わたしが大好きなときめき。わたしは、これが感じられるから……毎日、頑張っていられる。

　愛、恋、情熱、青春。わたしには、それがどういうものなのかまだわからない。だから、これは何て言えばいいのかもわからない。ただ、とってもあったかくて大切なもの。それが、五十メートルにも及ぶ全身を駆け巡っている。ああ、入りきらない……トゲや鰭が、熱く発熱している！

わたしは、昇り上がってくるそのエネルギーを思いっきり吐き出した！

「あんぎゃああああ～ん！」

　眩いフラッシュとともに、目の前が一瞬ピンク色に染まった。それは、わたしが発射した光り輝くモノのせいだった。

「ぎゃああああああん！」

　まだまだ、どんどん出てくる。トゲビラメの口から、ピンク色をした可愛らしいハート型の……光線が。

　ええっ、こ、光線？　わたし、口からビームを出したの？　そ、そんなあ。なんか人間としての最後の一線を越えちゃった気が……まあいいか、そのうち慣れるわ、きっと。

　でも、わたしの気持ちを別にすれば、光線の威力は絶大だった。

トゲビラメの口から発射されたピンク色の奔流は、エビ怪獣の硬い甲羅を一瞬でぶち抜いていた。その一撃で勝敗は決し、エビ野郎はそのまま消えていった。でも、まだまだ光線が止まらない。わたしは口を上に向けてそのまま発射し続けた。ピンク色の光は、まるで花火みたいにきれいだった。

「キレイだ……」

　新城君も、その光をずっと撮っていた。

　終わったんだ。今日の戦いは、終わった。

この学校も、そして。

　わたしの、ううん。わたしと新城君の未来も。

　私自身の手で、切り開いたんだ！

「あんぎゃあああ！」

　わたしは、新城君の方を向いて思いっきり咆えてみせた。気持ちいい達成感が、わたしを包み込む。新城君は、何故か親指を上げてにっこり微笑んでいた。

悩みなんて、みんな形は違うけれど、みんな同じ。真正面からぶっ潰しちゃえば、何も問題ないんだ！

　ありがとう、新城君。全部、あなたのおかげ。

「あんぎゃお！」

　今は言葉には出来ないけど……大好き。

　恋する怪獣少女七海澪、完全復活よ！

　結局、報道部は廃部になっちゃった。

でも、最後の見せ場の文化祭は大成功だった！

　新城君が作ったスクリーンに映し出されるトゲビラメの勇姿。新城君は断ったけれど、わたしは少しだけ手伝った。それで怪我を負わした償いになるなんて思ってないけれど、一生懸命な新城君を見守っているだけで済ませれる程、わたしはオトナじゃないから。

　だってわたし、恋する怪獣少女だもん！

頑張った甲斐があって、旧報道部のブースは連日大満員で、報道部にも入部希望者が沢山来たらしい。だから、また復活するんだって。新城君、嬉しそうに話してくれたっけ。

やっぱり、一生懸命前向きに頑張れば、いつか報われるのかな？

　うん、きっとそうよね。だって、今のわたし、すっごく幸せだもん。

「あんぎゃあああ！」

スクリーンに映し出されるトゲビラメの勇姿。天に向かって口からビームを発射するこのシーンは、世間の人の誰も知らない幻のフィルム。ピンぼけしちゃってる上に、割れたレンズの所為で酷い映像だけど。

あの夜、新城君もわたしと同じだったんだ。フルパワーが出せなくて、カメラが壊れてて、思うようにはならなくても、ただ前向きに、わたしと新城君は同じように戦っていた。

　それがわかって、なんか嬉しい。すっごく。

　同じ人間なんだ。同じように悩んで、もがいて、楽しんで、喜んで生きている。当たり前の事だけど、やっぱり嬉しい。

「トゲビラメは、僕の決意を祝福してくれたんですよ。だから、この海老鯛高校で、わざわざこんな事をしてくれたんです。これは、僕だけのトゲビラメです！　たまには暴れる事もありますけど、優しい怪獣でしょう？」

　スクリーンを前に、熱っぽく講釈する新城君。ちょっとひいてる人もいるけれど、好きな事をやっている新城君は、やっぱりすごく輝いてる。

　でもね。わたしだって、これから輝くのよ！

「あんぎゃああああ！」

　あっ、トゲビラメも、光線吐く時びかびか輝いてる……う、うう～ん。

「で、見ましたか！　やっぱり怪獣と言えば光線ですよ光線！　凄いでしょう！　そもそも光線と言えば古くはくどくど……」

　更にヒートアップする新城君。さっきから、もう何度目になるのかな？

あはは。強敵だなあ、もう一人のわたし。

やっぱり、なんだかんだでわたしの青春は前途多難みたい。

「でも、負けないもんねっ！」

　そうよ。前向きに、前向きに！　

真正面から勝負してやるわよ、トゲビラメ！

　わたしは、銀幕の向こうの恋敵に、宣戦布告のウィンクをしてみせたのだった。

